
地

球

琴

面

容

箪

二
親

昭

和

八
年

九

月

.

-

渥
美
牛
島

の
洪
積
層

(
悶
貰

三
版
付
)

大

炊
..
御

門

経
1
輝

(九
)

渥
美
牛
島
の
地
質
は
嘗
て
石
井
晴
彦
学
士
に
依
っ
て
調
査
さ
れ
､
牛
島
の
大
部
分
を
構
成
す
る
砂
磯
暦
を
鮮
新
暦

(A
)

と
考

へ
ら
れ
た
.
其
の
下
部
の
地
層
か
ら
産
す
る
介
化
石
は
横
山
博
士
に
依
っ
て
報
告
汚
れ
た
｡
其
彼
此
の
地
方
の

(+
n;)

化
石
は
蝕
み
困
ら
れ
夜
か
つ
･k
が
'
最
近
大
塚
聯
之
助
撃
士
は
渥
美
車
島
の
介
暦
を
志
摩
の
洪
積

管
に
封

此
さ
れ

た
0

(求)

(十
こ

(･[()

海
岸
地
形
に
閥
し
て
は
石
川
成
馨
先
任
'
辻
村
太
郎
撃
士
及
び
今
村
撃
郎
撃
士
の
御
研
究
が
あ
る
の
で
本
報
菅
に

於
で
は
省
略
し
､
洪
積
厨
の
暦
序
及
び
化
石
の
概
略
を
報
告
し
先
輩
諸
氏
の
御
叱
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
.

洪

積

層

の

暦

序

調
査
地
域
の
洪
積
層
を
上
部
よ
-
下
部
は
次
の
聡
は
置
分
す
る
｡

雅

美

平
良
の
洪
枯
野

二
三



球暦
1[
糊

居

S
a
n
d

#

G
rav
el

讐

一十
各

節
王
統

丁
富

ホ整合････--･･-

杉山Sand
神戸Gravel

豊島Sand点州原Sand

此
の
地
方
の
洪
積
層
は
大
磯
上
下
二
暦
穿

け
ら
れ
､
↓
部
三

色
暦
･
下
警

田
富

と
命
名
す
る
〇

一
色
暦
は
右

及
び
宕

載
附
近
ほ
よ
-
霊

し
て
居
る
が
p
厚
-

玉
来
乃
芋

米
遥

ぎ
ず
這

筈

菜

箸

に
被
讐

逼

る
｡
其
の
不
警

固
は

高

及
び
赤
羽
根
附
鑑
の
津

灘
蓋

し
屋

の
孟

宗

晶

癖
出

誓

｡
然
し
此
の
爾
地
層
の
不
整
合

は
牛
島
の
基
部
の
地
方
は
於
這

訟
め
ら
れ
を
か
つ
h～
0

言

暦
は
新
居

Sand及
び
大
草

G
ra
v
el
か
ら
成
る
0

雷

S
an
d
は
新
居
､

言

及
蒜

羽
根
地
方
遠

く

部

分

的は
蓋

し
で
居
る
褐
色
砂
で
､
砦

は
鷺

孟

-

つ
ね
｡
大
草

G
ra
v
el
は
新
居

S
an
d
よ
-

此
政

的
戯
い
範
囲
は
磯
達
し
で
居
る
○
磯
は
育
蕉
代
の
砂
岩
,
角
岩
等
で
あ
る
O

E還

暦
は
蓋

犀
の
大
部
分
晶

成
し
戯

い
置
域
は
苦

し
で
居
る
｡
親
告

警

雷

で
鼠

の
厚
志

約
五

十

兼
で
あ
る
が
其
の
下
底
は
苦

れ
-

､
只

右

肘
撃

杉
山

S
a
n
d
が
-

暦
姦

赦
し
て
居
る
が
調
査
し
た

地
域
で
は
豊
島

S
an
d
の
下
底
は
分
か
ら
覆
い
｡

匹~
鹿
骨
の
上
部
は
杉
山

S
an
d
で
褐
色
叉
は
赤
褐
色
を
重
し
で
居
る
0
介
化
石
は
磯
風
出
水
在
か
つ
ね
が
朗
々
に



淡
化
物
の
薄
管
が
挟
ま
れ
て
屠
る
ー
又
赤
羽
版
附
近
の
海
岸
の
魔
の
下
部
か
ら
は
枚
の
賓
等
の
植
物
化
石
を
産
す
る
｡

杉
山

S
and
は
屡
々
レ
ン
ズ
状
の
磯
暦
を
挑
み
.
牛
島
の
基
部
の
地
方
は
は
か
夜
-1
疏
-
磯
暦
が
磯
達
し
で
居
る
｡

是
を
豊
南

G
r
a
v
e
l
と
命
名
し
た
｡
暦
の
厚
さ
は
二
光
棟
に
過
ぎ
ず
iTl鎮
代
の
岩
石
の
間
藤
か
ら
成
っ
て
居
る
｡

杉
山

Sand
と
豊
島

S
a
n
d
の
間
に
は
榊
月

G
r
a
v
et
が
あ
る
'
然
し
此
の
磯
暦
の
厚
n
は
所
に
依
り
非
常
に
轡

-
'
納
戸
附
近
で
は
入
来
近
-
あ
る
が
､
又
粂
-
存
在
し
て
居
な

い
虞
も
あ
る
｡
磯
は
同
じ
-
古
生
代
の
岩
石
の
細

磯
で
あ
る
｡

(六
)

杉
山

S
a
n
d
の
碗
及
び
砂
は
今
村
撃
郎
撃
士
の
河
流
堆
私
物
と
考

へ
ら
れ
た
も
の
に
柏
倉
す
る
と
瓜
は
れ
る
が
､

植
物
化
石
h
l含
み
介
化
石
が
登
見
さ
れ
な
か
つ
ね
の
で

一
部
は
或
は
湖
戊
で
は
在

い
か
と
瓜
は
れ
る
｡

豊
島

S
a
n
d
は
日
の
細
か

い
､
か
な
み
雲
母
異
の
褐
色
砂
で
'
厚
さ
は
二
十
米
で
あ
る
｡
固
辞
摩
､
濃
蘭
及
び
高

松
附
近
の
崖
の
下
部
は
苛
物
色
の
泥
暦
が
現
は
れ
で
居
-
'
其
の
中
に
多
数
の
介
化
石
が
含
恐
れ
て
屠
る
｡

.西
赤
樺
の
介
厨
は
上
'
下
二
暦
か
ら
成
っ
て
居
る
｡
上
部
は

O
str
ea
gigas
T

hunberg
が
密
集
し
て
約
五
米

の
間
露
出
し
て
居

少
､
下
部
は

C
orbicuta
j

aponica
P
rim
e
が
磯
の
間
に
散
布
し
て
居
る
の
で
上
部
を

O
str
ea

B
e
d

下
部
を

C
orbicula
B
e
d

と
命
名
し
た

｡
豊
歯
で
は

Corbicuta
B
e
d

だ
け
が
露
出
し

て居
-,a
O
st
r

e
a

B
ed

は
見
ら
れ
な

い
｡

高
松
附
近
の
介
暦
は
有
壁
態
撃
的
ほ
興
味
が
あ
る
｡
此
廃
で
は
下
か
ら
(
1

)

B
a
titta
ria
B
e
d.
(2
)
D
osin
ia
B
e
d.

(
3

)

M
y
a
B
e
d,

(

4
)

T

onna
B
e
d
の
四
暦
が
匿
別
田
凍
る
｡

B
a
tilta
ria
B
e
d

及
び

D
o
sin
ia
B
e
d

の
化
石

は
草
淡
水
の
介
で
あ
る
が
'

T
onn
a
B
e

d

の
.も
の
は
沿
岸
に
棲
む
介
で
次
第
に
海
の
侵
入
し
た
跡
が
よ
-
介
る
.

侭
美
牛
応
の
眺
純
ぽ

こ
ハ毘

三
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･
.･

･=
･･･
1
･J
･

･･:･
.I
-I.

(
::

;

M
u
ric
ifo
r
mi

s

thom
asiana
(Crosse
)
が
蓮
等
の
介
-

通
じ
孟

す
る
が
p
其
の
形
は
去

介
暦
の
盈

ほ
ど
大

■-

･1-
･I
●
-

-･

.A-T,-
.-

-.T■1J-.
J-
7-IIl

i
lJl
慧

の
で
亜
分
の
濃
度
の
大
-

-

ほ
つ
れ
蒜

が
大

き
-
夜
つ
宗

法

は
れ
る
O

B
au
11aria
B
e
d
.
.は

崖
最

下
部
は
露
出
し
て
居
基

の

嘉

が
数
若

の
↑
底
は
出
-

る
の
で
其
の
雷

は
分
ら
夜

雪

B
ati
l官

a

z.nalis(B
ru
3Uuiere)
が
代
表
的
な
も
の
で
最
も
多
数
は
産
す
る
O

D
os
in
ia

B
e
i

の
圧
差

約
二
二
ハ
米
で
p
D
?

s

in
ia
an
g
u
lo

sa
(P
h
ilip
p

i
)

以
外
の
種
類
は
少
を

い
O

M
y

a

B
e
d

の
管

は
警

十
嘉

に
過
ぎ
を

い
が

等

a

aren
aria
j.aPOnica
Ja
y
が
多
産
L

B
atillar
ia

B
e
d

及

び
Do
sin
ia

B
e
d

淀

赦
し
差

出
す
る
種
類
毎
多

い
｡
嘩
上
部
の

T
o
n
n
a

B
e
d

の
晋

は
約
二
米
で

10nna
Huteostom
a
(-

ter)
が
代
表
的
讐

Te
lu
n
id
a
e

の
も
の
が
此
紋
的
多

い
こ
と
は
著
し

い
｡
又
他
の
種
類
の
も
の
-

い
が
蒜

と
し
左

石
の
種
警

-

佃
憤
激

が
非
常
は
多

い
O
渥
毒

蛾
の
苫

騨
附
近
の
藍

の
切
朝
に
褐
色
の
砂
が
-

し
-

て

其
冒

策

票

の

ヵ
ス
ト
が
あ
る
が
､
切
割
を
作
つ
富

田時
は
か
-

毎

春
の
よ
蒜

本
が
得
ら
れ
て
,
D
os
in
ia
Ja
p
on
i
ca
tr
oscheti

Li

s

chke及
M
onn
a
luteostom
a
(K
hster)
等
の
藤
本
が
附
鑑
の
小
撃
政
は
保
春
孟

逼

る
〇

･

黒
川
原

Sandは
渥
毒

蛾
の
黒
川
原
輝
の
南
方
の
切
制
は
-

し
-

る
○
此
の
砂
は
苦

S
a
nd
と
同
じ
層

位
に
あ
る
が
荒

遠

で
海
岸
の
汀
欝

近
の
砂
と
恩
は
れ
る
の
で
警

固
別
し
て
黒
川
原

Sand
と
呼
李

と
ほ
じ

ね
9

化

石

動

物

群

以
上
に
述
べ
た
各
位
石
産
地
か
-
採
集
し
た
介
化
石
を
次
に
列
輿
す
る
0



Ⅰ･･高松 Batill叩iaBed, ⅠⅠ･同 DosiniaBed, ⅠⅠⅠ･ 同 MyaBed,
ⅠⅤ.同 TonnaBed, Ⅴ.IiEiL甫 CorbiculaBed, ⅤⅠ.西,非がF=Corbicula

Bed, ⅤⅠⅠ.Fi1 0streaBed.

R=rare. C=common. A=abundant.,.

Pelecypoda

l.Solemya(Petrasma)pusillaGould,

2.Naviculaboucardi(Jousseaume)

3.Barbatia(Fossularca)symmetrica(Reeve)

4.Barbatia(Fossularca)tenebrica(Reeve)

tlL二5.Anadaragranosa(Linn占)

6,Anadarasubcrenata(Lischke)

7.Anadarain鮎ta(Reeve)･

-- 8.PinnaattenuataReeve

9.Ostrea(05trea)denselaTnellosaLischke

10.Ostrea(CTassostrea)gigasThunberg

ll.Ostreasp.

髄

炎
牛

島

の

眺
郎
暦

Ⅰ,ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅤⅤⅤⅠⅤⅠ1

- -- R 一･_ _ _

R - R I - _ _

-,.- - R 一 一 ～

- - .R R _ _ _

C - R - _ _ ._

- - R R - - _

一 一 R - - ー I_

一一- R - - - _

R - A C 一･･- _

-I---L- - 一 一 A

- - R - - - _

12.Chlam.ys(Chlamys)farreinipponensisRuroda=-.- 蕊

13.Chlamys(Aequipecten)awajiensis(Pilsbry)- 氏 a

14.Pecten(Pecten)iaqueatusSowerbyI.

15.Lima(Limaria)basilanicaAdams&Reeve

16.Anomiah'BChlくeiDautzenberg皮Fischer

17.Goralliophagacoralliopaga(Gmelin)

18.CorbiculajaponicaPrime

19.CarditacllminglanaDlユnker

宕 20･Lucina(Pillucina)contrariaDunker

21.Lucina(Pillucina)piBidium Dunker

22.Phlyctiderma].aponica(Pilsbry)

23.Anisodont.agouldii(A.Adams).

五 24.Cardium(Trachycardium).burchardiI)unker

- I- - R Tl--I_

一･- -,R 一 一 l

A 7-7- - ｢ 一 一

-一一L- - R - - R

R 一 一 一 A A 一一

- - R T- -.---1

--I- - R - 一 一

- ｢ ,- R - - _

- I-.- R I - I-

- --R R - - -

- - - I-L- 一 一

25.Cardium (Cerastoderma)tokunagai '

Yokoyarna/- -.T R′,T 一 一

26.Cardiuml(Papyridea)muticum Reeve. .T T.一･C･- ′一 一

27.Dosiniaangulosa(Phi】ippi) - A -

28.pDosil血 コaPOnicatroscheliLischke･･ - RR】Rで･--



29.Cyclinasinensis(Gmelin)

30.Pitarcf.limatura(Sowerby)

に 31･Chione(Clausinella)tiara(Dil]wyn)
32.Paphiagreeffei(Dunker)

∫ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅤⅤⅤⅠⅤⅠI

R- R一一--
- - - R--一
一一一R 一一一
一-_Rl1---I

33.Paphia(Ruditapes)philippinarum

(Adams&Reeve) - - - R-一一
34.Paphia(Ruditapes)variegata(Sowerby) R R A C 一一一
35.Protothacajedoensis(Lischke)

36.Tellina(Arcopagia)diaphanaDeshayes

37.Te】lina(Angulus)nitidulaDunker

38.Tellina(Moerella)jedoensisLischke

39,Tellina(Moerella)kurodaiMakiyama

40.TellinaoJlenSiSTokunaga

O 41.Macomaincongrua(Ⅴ.Martens)

42.MacomatokyoensisMakiyama

lf43.Semelezebuensis(Hanley)

44･Garilは2;uSenSis(Yokoyama)

45･Psammosolendivaricatus(Lischke)

卓二46,SolengrandisI)unker

47.SolenkrlユSenSterniiSehrenek

48.nqact,raova】inaLamarck

. 49.Mactraslユ】catariaReeve

50.Mactl･aVeneriformiBDeshayes

61.RaetayokohamensisPilsbry

52.Shizothaerusnuttali(Conrad)

0 閑.MyaarenariajaponicaJay

64.CryptomyabusoensisYokoyama

65,Aloidiserythrodon(Lamarck)

β56.Aloidisvenusta(Gould)

L',67.Panopejaponica(A.Adam8)

58.Barneadilatata(Souleyet)

Scaphopoda

59.DentaliumsexeostatumSowerby

- _ 一一-R-一一一一
- _ - R---
一一一一一一一C一一一一一
- - -.R--
-- R R--
--- C

- ー - R 一
ii

iI
J

一 一 R A - -

R -

R 一 一C

- - - RI
i

也.

:疎

節
二
十
番

登

ュ雛
I
i
L

1
J
i-一一--C-I-----

R一一一-一一
__ -･R - _一 事

′ヽ

- - A --一･-
- - A R - - -

一一一R R 一一一
一_～ R--- 六

R - A A一一一
一 一 c c-------
R - R R-一一

一一一R - R-



渥
美
牛
島
の
洪
稗
暦

垂
Z
il

GaStrOPOda

601EuchelusomatissimlユSYokoyama

61･Stoma.tellalyrataPilsbry

62･SkeneanlPpOnicaYokoyama

63.TurbocornutnsSolandel･

64･Cingulaplebeja(Yokoyama)

;65･Cerithideopsillacingulata(Gmelin)

I.I66.Batillariazonalis(Bruguiere)

67･Triphora(Inella)tricincta(Dunker)

68･Epitonium (Nitidiscala)cf･angustum

69.Melanellasp.

Ⅰ ⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅤⅤⅤⅠⅤⅠI
R--_--～
- - - R -__
---R-_～
---R-_-
--R R 一一_
R ---I-_
A- - - R__
- - R -___

(Dunker) -- R---～
- - - R -1_

70.Odostomia.(Odostomia)desimanaDal1

&Bartsch 一一一R__-
71･Agathasp･

72.Turbonilla(Morumula)scrobiculata.

Yokoyama

73･Pyramidella(Tiberia)pulchella(A.Adams)

74.Natica(Tectonatica)janthostomaDeghayes

{12:75.NeritaeformiB(Neverita)didyma(Bolten)

76.NeritaeformiS(Neverita)reiniana(Dunkez･)

77･Euna.ticinapapilla(Gmelin)

78.Phalium strigatum (Gmelin)

79.Tonnaluteostoma(Ktister)

80.Muriciformisthomasiana(Crosse)

81.Thaisluteostoma(Dillwyn)

82.Mitrellavarians(Dunker)

83.Zafrafratercula(Yokoyama･)

ヒトノ84･Siphonaliacassidariaefomi sReeve
85.Babyloniajaponica(Reeve) メ

86.Hemifususternatanus(Gmelin)

87.NaBSarius(Hima)festivtlB(PowiS)

881NassariuB(Hima)cf.japonicus(A.Adams)

11889.01ivamustelinaLamarck

----R--_

--.- Ilt.R__一._I.
- - - R--I-_
1 - R R-1･__

-T C G---
- R R _～MP
- - R --_I
- - R _ ___
-- G A - - -

C R C C一一_
･-- R ----
R - R R --～
- - R - ---
--R R---
- - - R

- - - R _-I-
R - R-一一一一
-一一R一一一一
--- R---



∫JIIIIIVVVIVII
--- R一一_
一一R _～__ 地

一一R__I_
---R _p_
一一一R __-.三味

--一一R___
- 一一R -I-_
一一R A -_N
-一一R-_～
一一一-R --_

90･01ivellasp･

91･Haedropleurafukuchiana(Yokoyama)

92lCythal･ellatabatensis(Tokunaga)

93･Cytharellaishiiana(Yokoyama)

94･Cytharellasp･

9tL TerebraedoengisYokoyama I

96･TerebralischkeanaDunker

97･RingiculamusashinoensisYokoyama

98･RingiculayokoyamaiTakeyamaMS･

991Retusacf･minimaYamakawa

lOO･Acteocinaexilis(Dunker)

第
二
十
怨

讐

舵

790

八

7

確
足
せ
る
種
は
九
十

表

､
其
の
中
現
生
種
は
八
十
二
雫

養
鰻
は

封
す
る
劃
合
は
九
十
%
で
あ
る
｡

龍
城
-

讐

申
義

は
虜

の
食

介
で
あ
る
｡

現
蓋

の
大
部
分
署

蛮

素
で
あ
る
が
､壷

5

[
8,.31
.

4
3,

45,46,65,66,7
5,
8
4,
8
9
25
芸

武
の
息

で
､4
;1,
5
3.56.

5
7
の
親
潮
憲

が
加
は
っ
て
居
る
0

然
し
毒

の
種
は
票

日
本
中

部
は
是

在
し
-

る
0
-

此
の
:～
オ
寸

は
蔑
潮
式
で
あ
告

現
在
遠
江
灘
の
沿
岸
棲
介
と
し
て
普
通
を

Gtycy
im
e
ri
s
L
lb
olin
eat

t

a
(L
isch
k
e)･
D
o
s
in
ia

b
ilu
n
u
iat
a

(G
r
a
y
),
ch
am
ae
fomi
s

m
eretrix
(Li
n
n
6)
,

um
bonium
gigan
teunl
(1essop
)
は
化
石

フ
ォ
ー
ナ
の
中
ほ
は
見
ら
れ
覆
い
o
B
a
t
illa
ri
a

B
e
d
及

び

M
y
a

B
e
d

か
ら
か
誉

産
す
る

An

a

d

a

ra
g
r
a
n
o
s
a

(
1

in
n
6
)

は
本
州

の

叢

か

ら
蒜

に

か

け
て
は
殆
-

若

し
品

を
い
0

砦

蒜

を

A
n
a
d
a
r
a

in
B
a
t

a

(R
e
e
v
e
)

は
此
の
地
方
の
晋

普
通
孟

義

の

一
つ
で
あ
る
0

各
地
の
洪
積
暦
と
の
関
係

(

こ

(

凹
)

潰
名
湖

畔

の

洪

積

暦
は
↓
､
下
二
段
に
分
け
-
れ
下
部
は
草
淡
水
成
､



上
部
は
河
鹿
で
､
化
石
は
下
部

の
車
扱
水
成
暦
か
ら
凍
す
る
｡
伊
佐
児
村
佐
機
の
化
石
と
の
共
通
種
は

5,
6.
7
.r

1
0..

▲

-6
,
2
1.
2
5.
33.
6
6
,
7
5
,
∞
0
,
8
7

で
あ
る
｡
此
の
地
方
の
化
石

フ
ォ
ー
ナ
と
よ
-
似
て
屠
る
ば
か
-
で
夜
-

堆
積
状
態
も
非
常
に
似
て
居
る
｡
筆
者
が
佐
横
の
北
東
約
千
兼
の
伊
佐
見
村
伊
佐
地
の
埋
立
工
事
採
土
場
に
於
で
観

察
し
た
藤
で
は
下
部

の
牛
淡
水
成
管
は
大
部
分
泥
暦
で
多
数
の
介
化
石
を
合
で
居
る
､
此
虞
の
化
石
と
の
北
ハ迫
種
は

前
述
の
も
の
J
他
に

9,
･27,
54
,
7
0

が
あ
る
｡
此
の
泥
暦
の
中
春
､
下
か
ら
約
五
米
の
庭
に
厚
さ
約
四
漣
の
白
也

の
火
山
灰
層
が
あ

ゎ
此
の
附
近
ほ
か
を

白
虎
-
見
ら
れ
る
｡
由

美
牛
島
の
早

々
附
近
の
袋
路

S
an
d
淀

は
軽
石
の
薄

層
が
挟
ま
れ
て
居
る
｡
従
で
河
成
及
び
湖
戊
の
杉
山

S
a
n
d
は
洛
名
湖
畔
の
上
部

の
河
成
層
に

p
豊
梅
IS
a
n
d
-
は
下

部

の
平
淡
水
成
暦
は
対
比
さ
れ
る
と
凪
は
れ
る
｡

(十
四
)(十
五
)

志
摩
磯
部
村
木
場

の

洪

積

層

か
ら
は

伽,
2
),
23,
2
6,
2
7.
5
).
54,
5
6,
5
8,
.5
9,
7
6,
9
2,
9
33
9
8,
)0
0

が
産

(十
)

す
る
O
党
志
摩
管
の
堆
積
状
態
も
非
常
に
よ
-
似
て
居
る
Q
此
按
の
膚
に
大
塚
畢
士
の
作
ら
れ
た
先
志
摩
暦
の
耗
肪

断
面
固
数
次
に
示
す
｡

招
い

e.糠 層 .

(砂 レIyズヲ見 Jv)i,I/～

含
ル

d.情帝次色粘土

(植物ノ破片ヲ

ミ)赤色粘土ナ
コttアリ

C.細粒磯

ち.情膏次色粘土

(主 トシテ只化石

ヲ含ム)

a.基底激

(物質不同 レ ンズ

ヲ見ル)

侭
英
牛
島
の
桝
桁
暦

声

m
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1
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渥
美
牛
島
に
於
で
は
基
底
磯
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
'
豊
島

S
an
d
は
b
ほ
､
細
声

G
ra
v
e
l

は

C
は
､
杉
山

s

and
は
d
ほ
､
田
原
暦
の
大
草

G
r
a
v
e
t

は

e
ほ
各
々
此
瞭
さ
れ
る
と
瓜
ふ
o
勿
論
堆
積
常
時
の
地
形
の
か
怒

ら
興
る
渥
美
中
島
､
志
摩
の
両
地
方
に
於
で
是
等
の
地
層
が
同

一
の
成
因
で
出
凍
ね
と
は
考

へ
ら
れ
覆
い
が
､

｢渥

美
牛
島
と
先
志
摩
牛
島
と
は
近
接
地
域
で
あ
っ
て
､
沖
積
期
か
ら
逆
は
辿
っ
た
地
史
が
爾
牛
島
の
月
暦
を
略
々
近

い

時
代
的
位
置
に
置
-
乙
と
は
､
rJ
の
両
月
暦
が
同
僚
準
で
は
覆
い
は
し
て
も
近
似
の
暦
準
で
あ
ら
う
こ
と
を
澄
明
す

(･>;.;)

る
｡
｣
と
大
塚
寧
士
が
簡
明
ぶ
れ
た
如
-
聾
者
も
同
様
に
考

へ
て
居
る
｡

紀
伊
南
部
町
の
洪
積
層
か
ら
は

5.
3
7,
5
8,
61.63.
65
が
産
出
す
る
.
紀
伊
安
久
川
が
軒
積
層
と
の
共
通
種
は

(.';.I)

3,
5.
)2.
14
,
19,
2
1
,
2
2,
2
6
,
2
7,
2
8.
35,
3
7.
42.
4
5,
6
1.
63,
6
5,
73.
74
.
7
6.
00
).
82
で
あ
る
｡
此
の
棟

は
南
部
及
び
安
久
川
の

フ
ォ
ー
ナ
と
も
極
め
て
類
似
し
て
居
る
｡

(也
)

西
宮
市
附
近
の
洪
積
暦
か
ら
は
化
石
が
あ
ま
タ
知
ら
れ
て
居
な
い
が
､
下
部
か
ら
淡
水
介
も
上
部
か
ら
沿
韓
棲
介

が
産
す
る
事
は
渥
美
牛
島
の
高
松
附
淀
の
介
暦
で
下
部
か
ら
車
淡
水
棲
介
､
上
部
か
ら
沿
岸
線
介
が
産
す
る
轟
は
類

(こ)

似
し
て
居
る
｡
舞
子
の
洪
積
層
と
の
共
通
種
は

2.
6.
10.
16,
34
.
4
1.
5
0,
8
2
で
あ
る
｡
舞
子
の
洪
積
層
は
横
山
教

(十
ニ;)

授
に
よ
み
上
部
武
蔵
野
系
に
封
此
護
れ
､
大
塚
聾
士
偲
西
宮
の
介
暦
と
共
に

d
r
t
に
近

い
も
の
と
考

へ
ら
机
で
居

る
｡
然
し
問
骨
及
び
舞
子
の
洪
積
層
に
摘
し
て
は
其
の
後
あ
ま
少
研
究
さ
れ
て
居
覆
い
の
で
充
分
を
封
比
を
行
ふ
革

が
出
凍
覆
い
｡
潤
筆
す
る
に
骨
身
層
々
御
教
示
下
rb
つ
た
中
村
'
横
山
両
先
生
並
に
介
類
の
同
定
其
の
他
は
枕
で
御

援
助
下
さ
っ
た
黒
田
､
竹
山
両
先
生
に
謝
意
を
衷
す
る
｡
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